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「これからの伝道者養成」検討の方向性 

加藤 誠（日本バプテスト連盟理事長） 

  

 クリスマス、おめでとうございま

す。日ごろ「伝道者養成」という

連盟協力伝道の大切な柱の働きを

全国壮年会連合の皆さまが担って

下さり、協働させていただいてい

ることを心から感謝いたします。 

 来る第６７回連盟定期総会に機構改革案が上

程されていますが、並行して「これからの伝道

者養成」や「これからの国外伝道」等の検討

テーブルが設定され、今後約１～２年の検討プ

ロセスを経て、それぞれ連盟総会に提示されて

いく予定になっています。 

「これからの伝道者養成」の検討テーブルに

は壮年会連合と女性連合から委員を派遣いただ

き、西南・東京・九州の各神学校や宣教研究所

との協議、聴き取りを重ねながら、現「これか

らの伝道者養成の基本理念」（2014年）の見

直しを行っているところですが、これまでの検

討では「西南・東京・九州の各神学校の強みを

生かしていく」、「多様な牧師像の展開」、

「牧師だけでなく、教会（信徒）の継続研修の

励まし」などの言葉が交わされています。もう

少し具体的には「献身して神学校に行き、牧師

専任で立つ＝一人前の牧師」という牧師像に縛

られることなく、週日は他職に就いている牧師

がいてよいし、牧会は信徒が共同で担うような

新たな牧師観・信徒観・教会観を、それぞれの

教会が学び取っていったり、教会全体で継続研

修を重ねることができるよう、神学校のカリ

キュラムや連盟の仕組み（奨学金など）を考え

ていく方向で議論が重ねられています。 

 バプテストは歴史的に、「聖職化」された牧

師職を批判し、信徒の働きの可能性を豊かに見

出してきた教会です。使徒言行録を読むと「無

学な普通の人」（4・13）と揶揄されたペトロ

たちがキリストの証人としての働きを大胆に担

う中で福音宣教は広がっていきました。戦後の

連盟の歩みにおいて、どこか固定化してきた牧

師観・信徒観・教会観があるなら、そこから自

由にされる中で、今一度バプテストとしての活

力を生かしていきたいと願っているところで

す。 
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「神学の勉強を継続して参ります」   東京バプテスト神学校 神学専攻科 小川紀良

（推薦教会 逗子第一バプテスト教会） 

 皆様からのお祈りとサポート、心よ

り感謝申し上げます。 

 私は10年以上前に本科を修了して

おりました。以前からいつか献身した

いとの思いはありましたが、コロナの

感染拡大により、今しないと将来もできないだろ

うとの危機感を与えられたのが、専攻科入学の主

な動機の一つになりました。 

この秋学期では、3科目を履修しています。ま

ず「ギリシャ語中級」ですが、覚えることが多く

記憶力が落ちてきている中年の私にとって新しい

語学の学習は大変です。ドイツ語と似ているとこ

ろがあるとのことで、大学の時に第二外国語とし

て勉強したテキストを探しだしました。 

次に「ヨハネ黙示録を読む」ですが、通常の読

み方では理解が困難な部分があり、黙示録はどち

らかというと避けていました。クラスで箇所に

よっては多様な解釈があることを学び、神学の学

びの楽しさと深さを実感しています。 

また、「アジアキリスト教史と連盟国外宣教を

学ぶ」では、日本がかつてアジア諸国に対して

行った過去を一人の日本人として真摯に反省しつ

つ、アジア諸国のキリスト教の歴史を学び、とも

に未来へ向かっていきたいと祈っています。 

引き続き多様な背景を持つ先生方、学生・神学

生とともに神学の勉強を継続して参ります。 

 

８月に実施した定期総会と全国壮年大会のフォロー

を中心に、次にどうつなげていくかを話し合った。文

書による総会は、総会(開票)タイミングを８月の壮年

大会に合わせたことから、代議員登録の期間が短か

かった等の問題が指摘され、必ずしも総会を大会に合

わせる必要はなく、議案の丁寧な説明やしっかり議論

する場を設ける方向が望ましいとの意見が出された。  

来年の壮年大会は北海道地方連合の担当で準備が開

始されており、昨年度は中止、今年度はＷｅｂによる

大会となったことから、何とか北海道に壮年が集っ

て、私達が担うべき課題についてしっかり学び、語り

合い、交わりを深める時としたいと願っている。 

    「第2回役員会（10/16）報告」     全国壮年会連合事務局長 豊永義典 

＜第２回奨学金委員会報告＞＜第２回奨学金委員会報告＞＜第２回奨学金委員会報告＞＜第２回奨学金委員会報告＞    開催：2021年11月20日（土） 於：ZoomによるWeb会議     
  

・連盟総会・理事会・西南大神学部・会計・献金・監査等報告    

・2022年度西南大転・編入学神学生との面談報告   

・2022年度奨学金申請者の審査     ・返還免除対象者の審査  ・2021年度奨学金償却者の確認    

・定期報告・返済計画等の確認とその対応 ・返還猶予申請書の審査  ・奨学金返還対象者等の状況確認   

・中間監査に対する対応  ・奨学金事務運用についての意見交換 

 

全国８地区からの推進委員、奨学金委員、役員が

Zoomによる会議を行なった。各地区から前年度と今

年度の活動状況の報告を聞いた後、４つのテーマにつ

いて意見を出し合った。 

①コロナの影響をどう見込んで、これからの活動を

作っていくか、 

②神学校献金・会費の納入率向上対策、 

③西南学院大学神学部学生の減少、献金目標額の減

額のなかで、今後何をどうアピールしていくか、 

④役員の経済的負担の軽減について、です。 

会議は対面とＷｅｂをうまく活用し、例えば神学校献

金推進委員会議は神学校週間の前に情報交換をしっか

りやって週間を盛り上げたい、定期総会は壮年大会と

切り離してやってもいい、献身者を増やすためには、

最近１年生から入学する人が出てきており、大学院を

２年で終らない人もいる等から４年間の年限の見直し

や、神学部教員養成のためのドクターコースへの対

応、すべてを給付型に出来ないか等、理念とともに制

度設計の見直しが必要などの意見が出されました。 

 役員会としては、これから本格化する連盟理事会と

の伝道者養成に関する協議の中でもしっかり議論して

いきたいと思っている。 

    「神学校献金推進委員会（10/30）報告」 全国壮年会連合事務局長 豊永義典 

21年度夏期講座授業風景 


